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１ はじめに 

 森林整備センターでは昭和３６年から事業を開始し、全国で約４９万ｈａ、大分県では

約１万５千ｈａの水源林を造成してきました。また、水源林を管理するための作業道を開

設・整備し、大分県内でこれまでに約７５０ｋｍの作業道を開設してきました。 

近年、台風や集中豪雨により、流水で作業道の表面が浸食される洗掘等の被害が課題

となっており、路面の洗掘防止のため様々な取り組みを行っています。 

これまでは主にコンクリート路面工を行ってきましたが、被害の増加により修理費用

も増加してきており、コンクリート路面工と比較して安価で、同じように洗掘を防止する

機能を持つ鉄鋼スラグに注目しました（写真１）。 

鉄鋼スラグは、鉄鋼製造の際に発生する副産物です。簡易な施工で水と反応して固ま

り、硬化後は洗掘に強い性質があります。また、固化による防草効果も期待されます。施

工の際は、敷設後に散水と転圧を行い、１～２週間程度の養生が必要です（図１）。 

大分水源林整備事務所では、大分県リサイクル製品に認定されている鉄鋼スラグを平

成２４年に佐伯市の造林地で試験的に施工したほか、これまでに県内各地の造林地におい

て施工してきました。 

 

      （写真１）鉄鋼スラグ                （図１）鉄鋼スラグの施工方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 目的と調査方法について 

大分水源林整備事務所では、鉄鋼スラグの施工を開始して約１０年経過したことから

、目視での現況確認および路盤強度の計測によって経過年数による変化を検証することと

しました。 

路盤強度の調査は、簡易に調査が可能な以下の２つの方法により実施しました。 

 

（１）  キャスポル 

キャスポル（図２）は、直径５０ｍｍのランマーを落下させ、その衝撃加速度

から強度を算出します。今回は、ＣＢＲ値により評価を行いました。 

（２）  山中式土壌硬度計 

山中式土壌硬度計（図３）は、垂直に先端のコーンを圧入させ、圧入深を測定し

ます。土壌の理学的性質を表す指標の一つである、土壌硬度を計測します。  

 

（出典）日鉄スラグ製品株式会社  



調査は、大分県内の施工年度の異なる計１２

地点で実施し（図４）、１地点につき作業道の

中央部・谷側のわだち部・山側のわだち部の３

点で実施しました（写真２）。 

キャスポルは１点につき５回測定し、平均値

をとりました。山中式土壌硬度計は１点につき

９回測定し、平均値をとりました。 

 

 

 

３ 調査結果 

 キャスポルによる調査結果（

図５）では、ＣＢＲ値は概ね４

６％～５３％を示し、強度の高

い路面であることを確認しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図２）キャスポル 

（図５）キャスポルによる調査結果 

（図３）山中式土壌硬度計 

山側 中央 谷側 

（図４）調査箇所 

調査箇所 

（写真２）キャスポルによる調査の

状況 

（図５）キャスポルによる調査結果 
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山中式土壌硬度計による調査結

果（図６）では、圧入深は平均

で２７～３０ｍｍとなり、植物

の生育が困難とされる２７ｍｍ

を上回る結果を示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ まとめ 

 今回調査した施工地においては、目視により軽微な洗掘および一部わだち掘れが認め

られました。一部の箇所では植物の侵入が見受けられたものの、車両の通行に支障を来す

ものではありませんでした（写真３、４）。 

 

 

また、キャスポルでの計測による結果においても、路盤強度は経過年数にかかわらず

一定の強度があることが確認され、概ね山中式土壌硬度計の圧入深も植物の侵入を抑制す

るのに充分な値となっています。 

以上のことから、鉄鋼スラグの施工が大雨等による表面流水による浸食の抑制や、植

物の侵入の抑制に一定の効果があると判断されます。 

 今後も、必要に応じて鉄鋼スラグを活用し、壊れにくい作業道づくりに取り組んでいき

ます。 

（図６）山中式土壌硬度計による調査結果 

（写真４）佐伯市の施工地の状況（左：施工時、中央：施工２年後、右：施工１１年後）

後）後） 

（写真３）佐伯市の施工地の状況（左：施工時、中央：施工２年後、右：施工１１年後）  
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